
　きれいな吉野川を守るためには、どんなことができるでしょうか？ 
　前章で紹介したように、生活排水をできるだけ流さない（きれいにして流す）ことも１つ
の手段です。また、当たり前のことですが、川にゴミを捨てない（見つけたら拾う）ことも、
きれいな川を守るために誰もが簡単にできる取り組みの１つです。 

あなたも、できることから始めてみましょう！！ 
　●川にゴミを捨てない。見つけたら拾う。 
　●家庭から出る排水をできるだけ流さない。また、きれいにして流す。 

9．きれいな吉野川を守るために・・・ 

チョットした工夫で今日からできる家庭排水対策 

調理くずや残飯は回収しましょう 

目の細かい三角コーナーや 
ストレーナー、ろ紙袋などを 
使いましょう。 

調理くずなどは、庭に 
埋めると肥料になります。 

みなさんが飲む分だけ 
作って、残さない 
ようにしましょう。 

塩分が多いので 
植木の散水 
には不向き 
です。 

目分量は使いすぎのもとです。 

適量以上使っても、洗浄力が 
増すわけではありません。 

紙で拭き取ったり、 
ゴムベラでかき取って 
から洗い流します。 

油脂の多い料理では 
汚れが9割も取れます。 

揚げものに使った油は炒めもの 
などに利用して、使いきり 
ましょう。 

どうしても捨て 
なければなら 
ないときは、 
布や紙に吸い 
込ませてから 
ゴミとして 
出しましょう。 

肥料として有効です。 

濃いものは、植木から少し離してまきましょう。 

調理器具や食器の汚れは拭き取ってから洗いましょう 

使いふるしの油は流さないようにしましょう 

米のとぎ汁は植木の散水に利用しましょう 粉石けんか無リン合成洗剤を正しくはかって使いましょう 

みそ汁は作りすぎないようにしましょう 
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